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論文審査の結果の要旨	 
	 




	 第 1章では、本論文の背景と目的、論文構成について記述している。 
	 第 2章では、下水処理反応器における真核生物群集構造、下降流懸垂型スポンジ（down-flow 
hanging sponge：DHS）反応器の処理特性などに関する既往の知見について幅広くまとめている。 
 第 3章では、上昇流嫌気性汚泥床反応器の後段に設置した DHS反応器の真核生物群集構造と
下水処理特性の季節変動について解析している。その結果、真核生物群集構造は下水水温や有
機物負荷の影響を受けて変動していることを明らかにしている。また、数種類の主要な真核
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